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Webサービスとのマッシュアップを支援する

メーリングリスト機構の提案

藤 原 啓 輔†1 乃 村 能 成†1 谷 口 秀 夫†1

メーリングリストは，同好の不特定多数を結ぶツールとして発展してきた．このた

め，特定の話題についての議論や情報収集は，メーリングリストによって行われるこ

とが多かった．しかし，現在では，このような議論や情報収集は，Wiki や掲示板で

行われるのが一般的となっている．一方で，メーリングリストは，小さな部署や特定

のプロジェクトにおけるコミュニケーション手段や文書の共有スペースとして現在も

さかんに利用されている．つまり，ML が大規模で不特定多数向けの利用から，小規

模で特定のグループ向けの利用へと変化している．

にもかかわらず，現在一般に普及しているメーリングリスト管理システムは，旧来の

大規模不特定多数向けメーリングリストの運用支援にとどまっているのが現状である．

そこで，本稿では，Webサービスとのマッシュアップを支援するメーリングリスト

機構を提案する．これにより，小規模特定グループ向けメーリングリストと組織内の

Web サービスの連携を可能とする．

Mailing List System Mash-up with Web Services

KEISUKE FUJIWARA,†1 YOSHINARI NOMURA†1

and HIDEO TANIGUCHI†1

Mailing list have been a popular system to help people those who have the
same predilection, such as Linux user group or academic SIGs. Therefore, join-
ing a mailing list was a common route to discuss or gather information about
specific topics. However, recent days, these type of mailing lists are shrinking
and giving way to the Wiki or other web services.

Nevertheless, mailing lists are still frequently used by different groups in dif-
ferent ways; by small groups of specific solid projects for collaboration or storing
documents. Mailing list management systems should change their style to meet
the requirements of those small groups.

In this paper, we have proposed a new mailing list management system that
helps small solid groups to connect their in-house web services with mailing
lists by using mash-up technique.

1. は じ め に

メーリングリスト (以下，ML)は，特定の話題に関心を持つグループなどで議論や情報交

換を行うツールとして発展してきた．例えば，オープンソースの開発や使いこなしに関す

るMLがその代表例である．具体的には，GNU/Linux の開発や利用者向けのMLがある．

参加者は，多いMLでは，数千人を越える．

しかしながら，近年では，このような大規模MLは減少し，既存のMLも流量が減少し

つつある．その代わりに Web の掲示板や Wiki の設置が増加し，これらに議論の場が移さ

れつつある．例えば，FreeBSD の開発プロジェクトは，2008年 11月 16日付けのアナウ

ンスで，Web ベースのディスカッションフォーラムを告知している1)．アナウンス中では，

このフォーラムは，あくまでもML の補完であるとしつつも，これまでにない動きである．

また，Mandriva Linux 開発者向けML(cooker ML2))の流量は，2007年まで年間 4-5万

通あったものが，2008年 12月の時点で 1万 4000通弱となっている3)．また，GNU/Linux

の一般ユーザ向けのMLは，流量，加入者共に減少傾向にある．これには，様々な理由の説

明があるものの，MLというツールそのものからの利用者離れであると指摘する声もある4)．

一方で，現在ML は，小さな部署や特定のプロジェクトにおいてコミュニケーション手

段や文書の共有スペースとしてさかんに利用されている．つまり，ML が大規模で不特定多

数向けの利用から，小規模で特定のグループ向けの利用へと変化している．しかし，MLの

機構自体は変化しておらず，こうした利用を支援するには機能が不足している．

そこで，本稿では，Webサービスとのマッシュアップを支援するメーリングリスト機構

を提案し，小規模，特定のグループにおけるMLの利用を支援する．

2. 小規模特定グループのML利用における要求と問題

2.1 MLの利用形態

本稿で取り扱う，小規模特定のグループによるMLの利用には，以下の４つ特徴がある．

( 1 ) 参加者は少数で，メンバは互いに既知

MLに参加しているメンバは数人から数十人程度である．また，メンバはお互いを認
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識しているおり，メールアドレスから個人を特定することもできる．

( 2 ) 文書の共有スペースとして利用

議事録や会議資料をメールで送信することで，文書の共有を行う．

( 3 ) コミュニケーションはML以外にも発生

情報の交換は ML以外でも行われる．例えば，メンバ同士は直接会って会話や会議

を行う，あるいは，SNSやグループウェアといったWebサービスを利用する．

( 4 ) ML利用頻度における大きな個人差

特徴 (3)で，コミュニケーションはML以外のWebサービスでも発生すると述べた．

そうしたサービスを有効活用するメンバがいる一方で，Webサービスの利用を嫌い，

連絡や議論，日程調整，文書共有などの全てをML利用だけで済ませようとするユー

ザがいる．こうしたメール偏重ユーザによって組織全体でのWebサービスの利用が

進まないことがあり，MLとWebサービスの両者の利点を活かせない一因となって

いる．

2.2 MLへの要求

2.1節で小規模特定のグループにおけるML利用に関する特徴と，メール偏重ユーザによ

る組織内Webサービスの利用停滞に関する問題をあげた．そこから，これらグループのた

めのMLが備えるべき要素として，次の 3つが考えられる．

( 1 ) アーカイブを個人毎にカスタマイズし，機能強化を行いたい

旧来のML管理ツールは，個々のユーザの違いを意識したサービスではないため，提

供するアーカイブも一律で，必ずしも組織や個人の利用形態に合致したものではな

かった．ここで想定する MLでは，メンバが小数で，特定可能なため，個人毎にカ

スタマイズ可能なアーカイブが実現可能である．また，文書管理スペースとしての利

用を支援するため，添付ファイルを一括で管理したり，組織内の文書管理システムと

の連携を図りたい．

( 2 ) 他のWebサービスと連携を行う仕組みが欲しい

(1)でメールアーカイブから文書管理システムへの連携を行う例を挙げた．この他に

もWebサービスからアーカイブ内のメール情報を利用する連携が考えられる．この

ため，アーカイブとWeb サービスが双方向に連携を行うための API を機構内に持

つ必要がある．

( 3 ) メールをWebサービスへの入口としたい

組織内外に設置された各種Webサービスは，本来の目的に特化されたツールである

ため，必要に応じてメールではなく個々の機能を利用してもらうことが組織全体の仕

事の効率を上げる．したがって，メールを入口としてメール偏重ユーザをWebサー

ビスへと誘導し，組織全体でのWebサービスの利用を支援することが重要である．

これら 3つの要求に対処した新しいML機構が必要となる．

2.3 従来のML機構による対処

従来のML機構によって，2.2節で挙げた要求への対処を考える．しかし，従来のML機

構は，不特定多数の利用における支援を目的として成立した．このため，要求への対処に

は，以下の 2つの問題がある．

( 1 ) アーカイブの支援機能が不十分である

従来のメールアーカイブは，不特定多数での利用を想定しているため，個人に合わせ

たアーカイブのカスタマイズ機能は，提供していない．また，文書の共有スペースと

しての利用を想定していない．このため，添付ファイルの管理を行えても，こうした

利用の支援は行えない．

( 2 ) 他のWebサービスとの連携が困難である

ML単体での運用を支援しているため，Wikiや掲示板，スケジューラといったWeb

サービスとの連携は考えられていない．

こうした点から従来のML機構では，2.2節で挙げた要求にまったく対処できていない．こ

のため，小規模特定のグループにおけるMLの利用支援を行うのは難しい．

2.4 他の機構による要求への対処

従来のML機構以外で要求への対処方式として，メーラ側で同様の機能を実現する方式が

考えられる．他サービスと連携を行うメーラの例として，Microsoftの Outlook5) がある．

Outlook は，メーラ機能以外に，住所録機能やスケジュール管理機能を提供している．ま

た，Outlookが管理するスケジュールは，グループウェアを通じて他の Outlookユーザと

共有できる．こうしたメーラによって提案機構を構成した場合，Webサービスとの連携を

含めて，各処理をユーザの手元にあるメーラ自身で実現する．このため，Outlook 以外の

メーラを利用しているユーザは，利用するメーラを変更する必要がある．しかし，ユーザは

一般に自身の使用しているメーラに愛着がある．このため，システムの移行に伴うメーラの

変更は困難である．特にメール偏重ユーザはこうした傾向が強い．

あるいは Webメーラの例として，G-mail6) や Yahoo!メール7) がある．Webメーラは，

各Webサービスと連携が取りやすい．しかし，Outlook と同様の理由に加えて，メールそ

のものを外部の組織に預けることを問題とする場合もある．
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他の機構によって，2.2節で挙げた要求への対処を行う場合，要求の (1)と (2)を満たす

ことは可能である．しかし，要求の (3)，特にメール偏重ユーザのWebサービスの移行に

関して対処できていない．

3. 提 案 機 構

3.1 提案機構の提供機能

2.3，2.4節で述べた方式では，小規模特定のグループ向けのML利用要求を完全に満た

すことが出来ない．そこで我々は，Webサービスとのマッシュアップを支援するメーリン

グリスト機構を新たに提案する．提案機構は，以下の 3つの機能によって，2.2節で挙げた

3つの要求に対して，それぞれ対処を行っている．

( 1 ) アーカイブのカスタマイズ機能

アーカイブされているメール情報を加工することによる他Webサービスとの連携を

考える．また，こうした加工機能をメンバが自由に追加，削除することでアーカイブ

のカスタマイズが可能となる．

( 2 ) 他Webサービスからの利用支援機能

メンバ管理やアーカイブの各機能に対して，それらを外部から利用するための API

を提供する．これにより従来 ML管理ツールに閉じていた情報と他サービスとの連

携が可能となる．これは，MLからの一方的なやり取りではなく，双方向での情報交

換を実現する．

( 3 ) 他Webサービスの利用支援機能

メール偏重ユーザをWebサービスへスムーズに誘導するために，メール本文にその

メールと関連するWebサービスの情報を挿入する．例えば，Webサービスへのリン

クをメール本文末尾に付加する．このとき，ユーザはリンクを辿るだけでWebサー

ビスを利用できるため，ユーザを負荷無くWebサービスへの誘導できると考えられ

る．また，こうした情報は，メール本文に挿入されているため，ユーザは利用してい

るメーラを変更する必要がない．

3.2 提案機構のシステム構成

3.2.1 システムの全体構成

3.1節で提案機構が実現すべき機能を明らかにした．これに基づいて設計した提案機構の

構成を図 1に示し，以下に説明する．この構成は大きく分けて，以下の 3つの群に分かれる．

( 1 ) 主要機能群

DBDB
アーカイビングアーカイビングアーカイビングアーカイビング機能部機能部機能部機能部メール配送部メール配送部メール配送部メール配送部

制御部制御部制御部制御部
メール受信部メール受信部メール受信部メール受信部

MTA

モジュール連携部モジュール連携部モジュール連携部モジュール連携部

外部外部外部外部AP処理部処理部処理部処理部

デコレータデコレータデコレータデコレータ
分類タグ分類タグ分類タグ分類タグ

文書管理文書管理文書管理文書管理
GoogleMap
Zimbra外部外部外部外部AP群群群群

主要機能群主要機能群主要機能群主要機能群メール配送メール配送メール配送メール配送連携モジュール群連携モジュール群連携モジュール群連携モジュール群連携モジュール群連携モジュール群連携モジュール群連携モジュール群

ユーザユーザユーザユーザインタフェース部インタフェース部インタフェース部インタフェース部
Webブラウザブラウザブラウザブラウザ

図 1 システム構成

主要機能群は，メール受信部，制御部，アーカイビング機能部，メール配送部，ユー

ザインタフェース部，DB(データベース)の 6つの要素から構成され，メールの配送

やアーカイビングを行う．また，通常のMLの運営に必要な新規MLの作成や，メ

ンバ情報の編集，アーカイブ閲覧用Webページの提供を行う．

( 2 ) 連携モジュール群

連携モジュール群は，配送されるメールやアーカイブされているメールにタグ付けや

リンクの挿入を行う複数のモジュールと，これらのモジュール群を管理するモジュー

ル連携部によって構成される．

( 3 ) 外部 AP群

外部 AP群は，メール情報をもとにマッシュアップを行う外部の APとこれらの AP

と情報のやり取りを行う外部 AP処理部から構成される．

3つの群はそれぞれ，制御部，モジュール連携部，外部 AP処理部の 3つの要素を通じて連

携を取っている．これら 3つについて以降の項で説明する．

3.2.2 制 御 部

制御部では，メールの配送時やアーカイブページの閲覧に合わせてモジュール連携部を

利用してメールを加工し，それぞれ配送すべきメールや閲覧可能なWeb ページを構成す

る．例えば，メール配送時において，制御部は，以下のように振舞う．(1)配送すべきメー
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ルをメール受信部から受け取る．(2)メールをアーカイビング機能部とモジュール連携部に

それぞれ転送する．(3)アーカイビング機能部は，メールをそのまま DBに保存する．(4)

モジュール連携部は，メールにいくつかのデコレータ (後述)を適用してメール本文に情報

を付加させる．こうしたメールに対する付加情報をここでは，アノテーションと呼ぶ．アノ

テーションの例として自身の保存先のアーカイブページの URLがある．(5)アノテーショ

ンを追加されたメールは，モジュール連携部から再び制御部に戻され，制御部からメール配

送部を通じて各メンバに配送される．

また，アーカイブページの閲覧時においては，(1) ユーザインタフェース部からユーザの

閲覧要求を受け取る．(2) 該当メール情報をアーカイビング機能部から取り出す．(3) 要求

ユーザに合わせて必要なデコレータを選択し，その選択情報をメール情報と共にモジュール

連携部に転送する．(4) モジュール連携部は，受け取ったメール情報を加工し，再び制御部

に返す．(5) 制御部は，加工されたメール情報をユーザインタフェース部を通じてユーザに

提示する．

その他，外部 AP処理部と連携を行う場合，外部からの要求に合わせて，MLメンバの情

報やアーカイブされたメールといった情報を外部 AP処理部に渡す．

3.2.3 モジュール連携部

モジュール連携部は，各デコレータを管理する．デコレータとは，メールおよびメール

のアーカイブページに，加工 (デコレーション)を行うモジュールの集まりである．例えば，

配送するメールの本文にアーカイブページの URLを追記するデコレータがある．この他，

アーカイブされているメールにデコレーションを行うデコレータがある．これらのデコレー

タには，特定の文字列に反応し，タグ付けやリンクの挿入を行うものがある．

3.2.4 外部AP処理部

外部AP処理部は，外部APと制御部との情報交換，あるいは制御部から外部APへのアク

セスを行う際の窓口となる．外部APが取得する情報は，メンバの情報，アーカイブされてい

るメール，および添付ファイルである．外部AP処理部は，外部にREST(REpresentational

State Transfer)インタフェースを提供する．これは，アーカイブページといったユーザイ

ンタフェースはWeb ベースである．このため，HTTP を用いて簡単に情報を授受できる

RESTと相性が良いと考えられるからである．

4. プロトタイプの実装

3.2節で述べた提案機構の構成をもとにプロトタイプを実装した．プロトタイプは，我々

の研究室内で開発し運用しているWebサービス「LastNote」内の一機能として実装した．

Postfix8) をメールサーバとし，メールの受信と連動して配送メールへのアノテーションの

付加やアーカイビングを行う．実装は，LastNote 本体と同じ Ruby on Rails9) により行っ

た．本プロトタイプでは，基本的なML管理に必要な新規MLの作成やメンバ管理機能に

加え，提案機構の特徴を具体化したいくつかの機能を実装した．以下の (a)～(f)の 6機能

がそれに当たり，それぞれ (1)～(3)の特徴に分類した．

( 1 ) 「続きはWebで」を支援する機構

　 (a) メール本文にアーカイブへのリンク挿入

　 (b) 行事の出欠をメールから登録

( 2 ) アーカイブの有効活用

　 (c) プロジェクト管理ツール Redmine10) との連携

　 (d) Googleマップ11) との連携

　 (e) LastNote内文書管理システムとの連携

( 3 ) 他Webサービスとの連携用 API

　 (f) Zimbra Collaboration Suite12) との連携

以降で，各機能の詳細について説明する．

4.1 「続きはWebで」を支援する機構

メーラが受け取ったメールを基に，ユーザをWebサービスに誘導する機能の例として

　 (a) メール本文にアーカイブへのリンク挿入

　 (b) 行事の出欠をメールから登録

の 2つを紹介する．これら 2つの機能により，利用者は，メール本文に挿入されるリンクを

辿るだけでWebサービスを利用できる．これにより，ユーザは，メール本体をWebサー

ビスの一部であるかのようにみなすことができるため，Webサービスをスムーズに利用で

きる．

4.1.1 メール本文にアーカイブへのリンク挿入

まず，メール本文に挿入するアーカイブへのリンクについて，図 2，図 3を用いて説明す

る．MLの各メンバに配送されたメールには，自動的にアーカイブ閲覧Webページの当該

メールに対するリンクが挿入される．リンク先を辿ることでアーカイブページに移動でき

る．アーカイブページを通して閲覧するメールには，アーカイブが提供する各機能へのリン

クが張られており各Webサービスとの連携の窓口になっている．

例えば，図 3は，議事録として送信されたメールをアーカイブページから文書管理システ
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アーカイブページアーカイブページアーカイブページアーカイブページアーカイブページアーカイブページアーカイブページアーカイブページ

利用者のメーラ利用者のメーラ利用者のメーラ利用者のメーラ利用者のメーラ利用者のメーラ利用者のメーラ利用者のメーラ

アノテーションとして追記されたアーカイブページへのリンクアノテーションとして追記されたアーカイブページへのリンクアノテーションとして追記されたアーカイブページへのリンクアノテーションとして追記されたアーカイブページへのリンクアノテーションとして追記されたアーカイブページへのリンクアノテーションとして追記されたアーカイブページへのリンクアノテーションとして追記されたアーカイブページへのリンクアノテーションとして追記されたアーカイブページへのリンク

図 2 アーカイブページへのリンク

アーカイブページアーカイブページアーカイブページアーカイブページアーカイブページアーカイブページアーカイブページアーカイブページ
文書管理システム文書管理システム文書管理システム文書管理システム文書管理システム文書管理システム文書管理システム文書管理システム

アーカイブページから議事録メールを文書として登録アーカイブページから議事録メールを文書として登録アーカイブページから議事録メールを文書として登録アーカイブページから議事録メールを文書として登録アーカイブページから議事録メールを文書として登録アーカイブページから議事録メールを文書として登録アーカイブページから議事録メールを文書として登録アーカイブページから議事録メールを文書として登録
図 3 議事録の登録

ムへ登録する機能の例である．このようにメーラからアーカイブページ，アーカイブページ

から他のWebサービスへとユーザを誘導することできる．

4.1.2 行事の出欠をメールから登録

2009-10-01 平成21年度ボーリング大会出席者一覧･･･欠席者一覧･･･

出出出出席席席席: http://lastnote.../inv?a=y&e=1&u=nom@cs.okayama-u.ac.jp&..欠席欠席欠席欠席: http://lastnote.../inv?a=n&e=1&u=nom@cs.okayama-u.ac.jp&..出出出出席席席席: http://lastnote.../inv?a=y&e=1&u=nom@cs.okayama-u.ac.jp&..欠席欠席欠席欠席: http://lastnote.../inv?a=n&e=1&u=nom@cs.okayama-u.ac.jp&..出出出出席席席席: http://lastnote.../inv?a=y&e=1&u=nom@cs.okayama-u.ac.jp&..欠席欠席欠席欠席: http://lastnote.../inv?a=n&e=1&u=nom@cs.okayama-u.ac.jp&..
出欠確認メールの末尾に出欠登録ページへのリンクを挿入出欠確認メールの末尾に出欠登録ページへのリンクを挿入出欠確認メールの末尾に出欠登録ページへのリンクを挿入出欠確認メールの末尾に出欠登録ページへのリンクを挿入

リンク先では出欠の登録と参加者一覧が確認できるリンク先では出欠の登録と参加者一覧が確認できるリンク先では出欠の登録と参加者一覧が確認できるリンク先では出欠の登録と参加者一覧が確認できる
図 4 出欠登録用 Web ページへのリンク

デコレータは，リンク (アノテーション)を挿入する際にメンバ毎の異なる文字列を返す

ことができる．そのため，利用者がリンクを辿ってアーカイブページを閲覧する際に，制御

部は，利用者が読んでいたメールや利用者のアカウント情報を得ることができる．この情報

を利用することで，様々な機能が提供できる．

例えば，行事ごとの出欠確認を容易に行うことが考えられる．その様子を図 4に示す．こ

の出欠確認メールの末尾には，自動的にリンクが挿入されている．行事の参加者は，メール

の出席か欠席のどちらかのリンク先をクリックする．これでリンク先の出欠管理システムに

出欠情報が登録される．

4.2 アーカイブの有効活用とカスタマイズ

3.2.3項で，デコレータについて説明した．本項では，そうしたデコレータの中から特定

の文字列に反応し，リンクを挿入するデコレータとWeb サービスとの連携例を紹介する．

紹介する連携の例は，以下の 3つである．

　 (c) プロジェクト管理ツールとの連携

　 (d) GoogleMapとの連携

　 (e) 文書管理システムとの連携
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4.2.1 プロジェクト管理ツールとの連携

アーカイブページから各チケットの詳細ページへのリンクを張るアーカイブページから各チケットの詳細ページへのリンクを張るアーカイブページから各チケットの詳細ページへのリンクを張るアーカイブページから各チケットの詳細ページへのリンクを張るアーカイブページから各チケットの詳細ページへのリンクを張るアーカイブページから各チケットの詳細ページへのリンクを張るアーカイブページから各チケットの詳細ページへのリンクを張るアーカイブページから各チケットの詳細ページへのリンクを張る
図 5 アーカイブページから Redmine のチケット詳細ページへのリンク

Redmineとの連携機能を例に，デコレータの追加方法を示す．Redmineとは，オープン

ソースのプロジェクト管理ソフトウェアである．プロジェクト毎のタスク管理やアクセス

管理をWeb ベースで行っている．Redmine は，タスク管理の際，仕事をチケットと呼ば

れる単位で分割している．チケットには，タイトル，仕事の内容，担当者，終了期限，およ

び進捗情報といった情報が含まれている．また，チケット作成時に個別の数字が割振られ

る (例：10，150)．Redmineでは，チケット固有の数字と他の数字を区別するため，チケッ

ト固有の数字を「# + 数字」で表記している (上記の例では，#10，#150 となる)．この

ため，Redmineによってプロジェクト管理を行う場合，グループ内でのメールにチケット

に関する内容が記述されることが多い．その際，チケットは，Redmine内の表記に則って，

「#数字 チケットのタイトル」あるいは，「#数字」で記述される．また，こうしたチケット

の詳細は Redmine内のチケット詳細ページから確認でき，進捗変更や担当者の変更といっ

た操作もこのチケットの詳細ページから行う．このため，メールアーカイブから「#数字」

で表記されている文字列に各チケットの詳細ページへのリンクが張ってあれば非常に便利で

ある．チケットの詳細ページの URLは，

http://redmine.example.com/issues/show/数字

となる．このため追加するデコレータは，以下の処理を行う．

( 1 ) #数字 で記述された文字列を検出する

( 2 ) (1)で検出した文字列にチケット詳細ページのリンクを挿入する．

挿入するリンクは，

http://redmine.example.com/issues/show/xxx

xxxは，検出した文字列から#を除いた数字となる．

これにより図 5に示すように，アーカイブページに Redmineのチケットへのリンクが張ら

れる．

本方式は，http:// から始まる文字列にリンクを張ること以外にメーラでの特別な処理を

要求しない．これは，ほぼ全てのメーラが受け入れられる妥当な要求であるといえる．こう

した連携を行う場合，メールそのものに何らかの構造を持たせ，メーラがそれに対応するソ

フトウェアモジュールを持つことで，受け取ったメールを直接処理することも考えられる．

しかし，ユーザに専用のメーラ利用を迫るため，2.4節で述べた問題がある．また，上記の

ようにメーラからアーカイブ，アーカイブページから目的のページへ，と遷移を行うだけな

ら，ユーザの操作は，1つ余分にリンクを辿る程度で済むので，利便性を損っていない．

4.2.2 Googleマップとの連携

アーカイブページの住所にアーカイブページの住所にアーカイブページの住所にアーカイブページの住所にGoogleマップへのリンクを挿入マップへのリンクを挿入マップへのリンクを挿入マップへのリンクを挿入アーカイブページの住所にアーカイブページの住所にアーカイブページの住所にアーカイブページの住所にGoogleマップへのリンクを挿入マップへのリンクを挿入マップへのリンクを挿入マップへのリンクを挿入
図 6 Google マップとの連携

Google マップとの連携を行う場合も，反応すべき文字列 (正規表現) が複雑になるだけ

で，Redmine の例と変わらない．デコレータは，日本語で書かれた住所に反応し，該当住

所に対するリンクを挿入すればよい．

4.2.3 文書管理システムとの連携

文書管理システムとの連携について説明する．Redmineの例と同様にメール中の資料番
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登録済みの資料は青色，未登録は黄色のリンクが張られる登録済みの資料は青色，未登録は黄色のリンクが張られる登録済みの資料は青色，未登録は黄色のリンクが張られる登録済みの資料は青色，未登録は黄色のリンクが張られる登録済みの資料は青色，未登録は黄色のリンクが張られる登録済みの資料は青色，未登録は黄色のリンクが張られる登録済みの資料は青色，未登録は黄色のリンクが張られる登録済みの資料は青色，未登録は黄色のリンクが張られる
図 7 アーカイブから文書管理へのリンク

号を示す文字列にリンクを張ることは同様である．ここでは，更なる連携の例として，文書

管理システムが持つ情報までリンクに反映させるところが異なる．

ここで連携する文書管理システムは，資料を登録する際に登録者の所属プロジェクトや資

料番号の情報を要求する．資料番号は，No.xx-yy (xxと yyはそれぞれ数字) の形式をして

おり，この番号から，あるプロジェクト内の資料を一意に特定できる．また，会議の議事録

中では，この資料番号は，⟨⟩を補って，⟨No.xx-yy⟩と表記される．
図 7は，議事録メールに書かれている資料番号にリンクを張るデコレータの例である．リ

ンク先は，登録された資料の閲覧ページとなっているが，議事録で言及があるにもかかわら

ず資料が未登録の場合，資料番号へのリンクが黄色で示される．この黄色のリンクを辿るこ

とで文書管理システムの文書登録ページへと誘導する．この時，メール内容から登録に必要

な情報を抽出し，文書登録画面に移動する．ユーザは登録する文書をアップロードするだけ

でよい．

この例では，デコレータは，資料番号に該当する文字列を取り出し，MLの所属するプロ

ジェクトの情報と合わせて，文書管理システムに該当の資料があるか問い合わせる．問い合

わせた結果に基づいて，異なる動作をするリンクを生成する．このようにデコレータに反応

する文字列，抽出した文字列に対する処理を変えることで，様々な連携を行える．

4.3 Zimbra Collaboration Suiteとの連携

他のWebサービスとの連携用APIと外部APの連携の例として，Zimbra Collaboration

Suite 中のWebメーラ (以下，Zimbra)から提案機構の持つMLメンバ情報を取得する機

図 8 メンバ管理と Zimbra との連携

能について説明する．Zimbraは，JavaScriptを追加することで容易に自身を拡張する機構

を備えており，この JavaScript を Zimletと呼んでいる．我々は，提案機構の API を利用

した Zimlet を記述し，MLのメンバリストを Zimbra 上で直接確認できるようにした．本

Zimletによるメンバ情報確認の様子を図 8に示す．

この Zimlet はまず，メンバ情報を取得するメールアドレスの文字列を JSON 形式で提

案機構に送信する．次に提案機構側で，受け取ったメールアドレスがシステムに登録され

ている MLのアドレスと一致するかどうか判定する．MLとして登録されたアドレスなら

ば，DBに登録されているMLの ID情報と所属しているメンバのメールアドレスの一覧を

JSON形式で Zimletに返す．こうして返信された情報を元に Zimletは，取得したメンバ

のメールアドレスの一覧を表示する．また，詳細情報の閲覧を助けるために，提案機構のメ

ンバ編集画面へと誘導する．

このように，提案機構は，連携用 APIを通じて，これまでML内だけで閉じていたメン

バの情報やアーカイブの情報を外部の APに提供できる．これにより例えば，メール文中に

あるスケジュール情報を抽出し，外部のスケジューラに登録するといった連携が可能となる．
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5. 関 連 研 究

提案機構以外にも ML，および MLに流れるメール情報を効果的に利用する研究が行わ

れている．例えば，いくつかの研究では，メールに含まれる仕事情報をもとにタスク支援を

行っている．グループ内でMLを利用する場合，メールが持つ情報に個人やグループごと

の仕事情報が含まれることが多くなる．KASIMIR13) は，メールアドレスや件名，および

本文中の特定の文字列をタグとして，半自動的にタスクの登録する機能とそのタスクを管理

する機能を提供している．

また，MLアーカイブの利用において，特定の議論内容に関する経過を追跡したい場合が

ある．この場合，いわゆるスレッド表示がよく利用されるが，参照関係の把握において漏れ

も多い．msgcab14) は，従来のスレッドを用いた方式に加え，メールの全文検索結果を組み

合わせることで，議論の追跡可能性の向上を目指している．

また，qwikWeb15)は，MLとWikiとの連携を目指したML管理システムである．qwik-

Webは，MLに投稿されたメールをWiki上に蓄積する．蓄積されたWikiページは，もと

となるメールの件名をページ名として持ち，同じ件名のメールは，1つのページにまとめら

れる．Wikiページは，メンバによって直接編集できるため，メールによらない不定形な情

報を柔軟に融合できる．グループに新しく加わったメンバは，Wikiページを参照すること

で，議論の経緯を概観できる．こうした連携は，アーカイブの拡張機能として非常に有益で

あると考えられる．

提案機構では，これらの研究成果を外部連携する対象ととらえることができるため，連携

APIを調整することで，メンバ支援をさらに強化できると考えられる．

6. まとめと今後の課題

本稿では，小規模，特定のグループによるMLの利用を支援するため，Webサービスと

のマッシュアップを支援するメーリングリスト機構の提案を行い，そのシステム構成，およ

びプロトタイプの実装について述べた．提案機構は，アーカイブされているメールとWeb

サービスとの連携を促進する．連携手法の 1つとして，Webサービスからアーカイブ内の

メール情報を利用する APIを提供している．また，組織や個人の利用形態に適したアーカ

イブ機能を提供するため，自由に追加，削除可能なモジュール群を提供している．今後は，

連携可能なWebサービスの拡大を目指した提案機構の拡張性向上を目指す．また，提案機

構の有用性を示す評価を行う．
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